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立命館大学（京都府京都市、学長：仲谷善雄、以下「立命館」）と、大阪歯科大学（大阪府枚方市、

学長：川添堯彬）は、教員・研究者の協力や、次世代の医療及び介護に係る製品開発に関する共同

研究などを目的とした学術交流協定を 8 月 2 日に締結し、協定式を、8 月 7 日に開催しました。 

 

立命館は、医療・介護経営に特化した研究組織として、2019 年に医療介護経営研究センターを

設置しました。今回の協定では、この医療介護経営研究センターを中心に大阪歯科大学との取り組

みを進めます。医療・介護経営だけでなく、次世代の医療や介護に関わる製品開発について共同研

究を行い、逼迫する医療や介護の現場で直面する困難な課題に対して、解決策を追求します。 

また、本協定は、医療介護経営研究センター

だけに留まらず、生命科学、薬学、スポーツ健康

科学、食マネジメント学、経営管理などの立命館

の各学部・研究科や、関連する研究所・研究セ

ンターなどとも連携を進めることで、課題解決に

向けての社会実装を重視した研究を進めて参り

ます。 

 

 

■連携協定に基づく取り組み 

１．教員・研究者の交流  

２．学生の交流  

３．共同の研究プロジェクト  

４．次世代の医療及び介護に係る製品開発に関する共同研究  

５．共同研究会  

６．共同の文化活動 

  

■徳田昭雄 立命館大学副学長（研究担当）のコメント 

 このたび締結した学術交流協定は、2024 年度からの大阪いばらきキャンパスの新展開を加速させ

るものです。具体的には、医療介護経営研究センターにおける研究をベースとしながら、「口腔と栄

養」に関わる分野に取組み、さらには学内外の機関と協働して新しい分野への展開や、起業支援に

もつなげていければと思います。 

 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ、文部科学記者会  

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：池田 

TEL.075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

立命館大学と大阪歯科大学が学術交流協定を締結 

次世代の医療・介護に関わる製品開発に関する共同研究へ向けて 

 

（右）大阪歯科大学 川添堯彬学長  

（左）立命館大学  徳田昭雄副学長  


